前 十七 等官 レオ— ノ. キュ ー スト 誌 

宫沢賢 治 訳述 

そのころ わたくし は、 モリ— ォ巿の 博物 局に 

勤めて 居りました。 

十八 等官 でした から 役所の なかで も、 ずう つ 

ほうきゅう 

と 下の 方でした し 俸給 もほんの わずかでした 

が、 受持ちが 標本の 採集 や 整理で 生れ 付き 好き 

な ことで したから、 わたくし は 毎日ず いぶん 愉 

快に はたらきました。 殊に そのころ、 モリ ー ォ 

巿 では 競馬場 を 植物園に 掊 え 直す と いうので、 

その 景色の いい まわりに ァカ シャを 植え込んだ 



所へ 出て 行く のでした。 

あの. \ -— ハト— ヴォ のす きとお つた 風、 夏で 

も 底に 冷た さ を もつ 青い そら、 うつくしい 森で 

飾られた モリ ー ォ巿、 郊外の ぎらぎら ひかる 草 

の 波。 

また そのな かで い つし よに なった たくさんの 

ひとたち、 ファゼ — 口と ロザ ー 口、 羊 飼の ミ— 

口 や、 顔の 赤い こどもたち、 地主の テ— モ、 山 

猫 博士の ボ ー ガント • デス トウ パ— ゴ など、 い 

まこの 暗い 巨き な 石の 建物の なかで 考えて いる 

と、 みんなむ かし 風の なつかしい 青い 幻燈の よ 



うに 思われます。 では、 わたくし はいつ かの 小 

さなみ だし をつ けながら、 しずかに あの 年の 

ノ -1 ハト— ヴォの 五月から 十月まで を 書きつ け 

ましょう。 

一 、 遁 げた 山羊 

にぎ 

五月の しまいの 日曜でした。 わたくし は 賑やかな 巿 

の 教会の 鐘の音で 眼 を さましました。 もう 日 はよ ほど 

登って、 まわり は みんな きらきらして いました。 時計 

を 見る とちょう ど 六 時でした。 わたくし はすぐ チヨ ッ 



い 畑の まんなかへ 飛び だして 来て いるので す。 けれど 

も そのと き はもう 戻る の も 工合が 悪くな つ てし ま つ て 

いました。 向う の 人た ちが じき 顔の 見える ところまで 

来て いるので す。 わたくし は 思い切って 勢よ く 歩いて 

行って おじぎ をして 尋ねました。 

「こっちへ 山羊が 迷って 来て いませんで したでしょう 

ゝ o _ 

力 」 

女の人た ち は みんな 立ち どまって しまいました。 教 

会へ 行く ところら しく バイブル も 持って いたのです。 

「こっちへ 山羊が 一疋 迷って 来たんで すが、 ご覧に な 

りませんでした でしよう かご 



だ ご 

「テ— モだ よご 

「テ— モ、 やつ ぱし 何だか 聞いた ような 名 だな あご 

「聞いた かも 知れない。 あちこち 役所へ 果物 だの 野菜 

だの 納めて いるんだ から ご 

「そうかね え。 とにかく 地図 はこれ だよ ご 

わたくし は 戸口に 買って 置いた 地図 を ひろげました _ 

「ミ— 口 も 呼んでも いい かいご 

「誰か 来て るの か、 いいと も ご 

「ミ— 口、 おいで、 地図 を 見よう。」 

すると 山羊 小屋の 中から ファゼ — 口よりも 三 つば か 



何もない 野原の まんなかに 不思議に 楽しい ボラ— ノの 

広場が できる のか、 わたくし は 却って ひるの 間 役所で 

標本に 札 をつ けたり 書類 を 所長のと ころへ 持って行つ 

たりして いた ことが、 別の 世界の ことのよ うに 思われ 

てきました。 

「やっぱり 何 か あるの かねえ ご 

「あるよ。 だって まだ これ どこで はな いんだ もの ご 

「こんなに 方角が わからない とすれば、 やっぱり 昔の 

伝説の ように あかしの 番号 を 読んで 行かなければ なら 

な いんだが、 ぜんたい、 いくらまで 数えて 行けば ポ ラ ー 

ノ の M 場に 着く つ て？」 



「じいさん、 ポラ— ノの 広場の 方角 を 教えて くれたら、 

おいら あ、 じいさんに 悪魔の 歌 をうた つてき かせる 

ぜご 

「縁起で もね え、 まあ もっと^い まわって 見ね え ご 

じいさん は ぷりぷり怒って ぐんぐん つめ 草の 上 を わ 

た つ て 南の 方へ 行って しまいました。 

「じいさん。 お待ちよ。 また 馬 を 冷し に 連れてって や 

るから さ ご ファゼ ー 口が 叫び ましたが、 じいさん は ど 

ん どん 行って しまいました。 ミ ー 口 はしば らくだ まつ 

てい ましたが、 とうとう こらえ きれない らしく、 

「おい、 おれ 歌う からな ご と 云いだ しました。 



いそいで かぶと をし めな おし 

月の あか リも つめくさの 

ともす あかり も 目に 入らず 

飛んでも ない 方に 飛んで 行く ご 

ところが、 その じいさんの 行った 方から 細い 高い 声 

で、 

「フ ァゼ ー 口、 ファゼ — 口 ごと 呼んで いるよう すです- 

「ああ、 姉さん、 いま 行く よご ファゼ — 口が そっちへ 

向いて 高く 叫びました。 向う の 声 はやみました。 

「だめ だな あ、 きっと 旦那が 呼んで るんだ。 早く 森 ま 

で 行って みれば よかった ねえ ご 



ノの 広場まで 習いに 行かなくても いいや。 じ やさよ な 

らご 

ミ— 口 は、 ていねいに おじぎ をし ました。 わたくし 

は そして そのうつ くしい 野原 を、 胸 いっぱいに 蜂蜜の 

かおり を 吸いながら、 わたくしの 家の 方へ 帰って きま 

した。 

三、 ポラ ー ノの 広場 

それから ちょうど 五日 目の 火曜日の 夕方でした。 そ 

の 日 はわた くし は 役所で 死んだ 北極熊 を剝 1 にす るか 



プを とりました。 そして わ あわ あ 叫びながら 呑み ほし 

ています。 その 叫び は 気のせい か、 デス トウ パ ー ゴ万 

歳と いうよう にもき こえました。 

「あれが 山猫 博士 だな ご ファゼ —口が 向う の 卓に ひ 

とリ 坐って、 がぶがぶ 酒 を 呑んで いる 黄い ろの 縞の 

シャツと 赤 皮の 上着 を 着た 肩 はばのひろい 男 を 指さし 

ました。 

誰か 六 七 人コン フエ ッ トウ や 紐 を 投げました ので、 

それ は 雪の ように 花の ように きらきら 光りながら そこ 

らに 降りました。 

わたくしども はもう. H 場の 前まで 来て 立ち どまり ま 



した。 

ちょうど そのと き デス トウ パ ー ゴが コ ップを も つ て 

立ち あがりました。 

「おいおい 給仕、 なぜ おれに は 酒 を 注がん かご 

あ 

すると 白い 服 を 着た 給仕が 周章て て 走り 寄りました。 

「はいはい 相 済みません。 坐って おいでだった もんで 

すから ついご 

「坐って おいでになつ て も 立って おいでになっても、 

我 s# は 我輩 じ やない か。 おっとよ ろしい。 諸君 は 我輩 

のために 乾杯しょう というん だな。 よしよ し、 プ、 プ、 

プ 口 —ジ ッ ト。 」 



「やれ、 やれ、 立派に や るんだ ご と 云いました。 

すると ミ ー 口 はとうとう 決心した ようにい きなり 

咽喉 搔 きはだけ て、 はんの 木の 下の 空箱の 上に 立って 

しまいました。 

「何 を やりましょう ごセロ の 人が わら つ てききました 

r フロ ー ゼン トリ ー を やってく ださい ご 

「フ 口— ゼン トリ—、 譜 もない しな あ、 古い 歌 だな あご 

楽員た ち はわら つ て 顔 を 見合せ てし ばらく 相談して 

いました が、 

「そい じ やね、 クラ リネットの 人し か 知って ません か 

つづみ 

ら、 クラ リネット とね、 それから 鼓で 調子 だけ とりま 



「今度 は 我輩うた つて 見せよう。 こら 楽隊、 In the 

TOOOd summer time を や，^ 」 

楽隊の 人た ち は 何べ ん もこの 節 を やった と 見えて す 

ぐいつ しょに はじめました。 山猫 博士 は 案外う まく 歌 

いだし ました。 

「つめくさの 花の 咲く 晚に 

ポランの 広場の 夏 まつり 

ポランの 広場の 夏の まつり 

酒 を 呑まずに 水 を 呑む 

そんな やつらが でかけて 来る と 



「よし、 おい、 誰か おれの 介 添 人に なれ ご 

そのと きさつき の 夏 フロックが 出て きました。 

「まあ、 まあ、 あんな 子供 を あんた が 相手に なさる こ 

とはありません。 今夜 は 大切の 場合な のです から、 ど 

う 力 」 

すると 山猫 博士 はいきな り その 男を撲 りつけ ました _ 

「やかましい。 そんな こと はわ かってい る。 黙って 居 

れ。 おい 誰か おれの 介 添 をし ろ。 テ ー モご 

「はい。 どうぞ、 おゆるし を。 あとで わたくし がよく 

仕置きい たします ご 

「やかましい。 おい、 クロ ー ノ、 きさま やれ ご 



かい ナイフ を 剣の ように 持って 一 生けん めい ファ ゼ— 

口 の 胸 をつ きながら 後退り しました し ファゼ — 口 は 短 

刀 を もつ ように 柄 をに ぎつ て デス トウ パ— ゴ の 手首 を 

ねらいました ので、 三度ば かりぐ るぐ る まわって から 

デス トウ パ— ゴ はいきな り ナイフ を 落して 左の 手で 右 

の 手く び を 押えて しまいました。 

31 ド 

「おい、 おい、 やられた よ。 誰か 沃度 ホルム を もって 

いない か。 過酸化水素 はない か。 やられた、 やられ 

た ご 

そしてべ つたり 椅子へ 坐って しまいました。 わたく 

し はわら いました。 



ィ警 第三 二 五六 号 聴取の 要 有 之 本日 午後 三時 

-こ 

本 警察署 人事 係まで 出頭 致され 度し 



九 一 一七 年 六月 廿 九日 



第 十八 等官 レオ ー ノ . キュ ー スト 殿 

とあった のです。 



てききました。 

「いま 調べられ てるんだ よご 

「誰が ご わたくし はび つくりして たずねました。 

「ロザ ー 口が さ ご 

「ロザ ー 口、 どうして？」 もう わたくし はすつ かり 本 

気にな つ てし まいました。 

r ファゼ ー 口が 居 なくなった からさ ご 

「フ ァゼ— 口？」 思わず わたくし は 高く 叫びました。 

ああ、 あの 晚フ ァゼ— 口が 帰る 途中で 何 かあつた の 

だな、 …… 。 

「話しす る こと はならん ご 



入れる、 わたくし は ひとりで かんがえて ぞっとして 眼 

を ひらきました。 

(ああ、 あのと き なぜ わたくし は そのまま うちへ 帰つ 

てね むったろう、 なぜ そんな わたくしが 立っても 居て 

も いられない はずの 時刻に、 わけ も わからない 眠り か 

たな どして いたろう。 それに あの やさしい うつくしい 

かま 

ロザ— 口が いま 隣り の 室で おどされたり 鎌 を かけられ 

たりして いるの だ。) 

わたくし はた まらな くな つて その 室の なか をぐ るぐ 

る 何 べん も あるきました。 窓の 外の 桜の 木の 向う をい 

ろい ろの 人が 行ったり 来たりし ました。 わたくし は そ 



「では、 こっちへ ご 

わたくし ははい つて 行きました。 そこに は、 も 一人 

正面の 卓に 書類 を 載せて 鬚の 立派な 一 人の 警部ら しい 

人が、 たったいま あくび をした ところ だとい う ふうに 

目 を ぱちぱ ちしながら、 こっち を 見て いました。 

「そこへ お掛けなさい。」 

わたくし は 警部の 前に 会釈して 坐りました。 

「君が レオ— ノ • キュ— スト 君 かご 警部 は 云いました _ 

「そうです。 」 

「職業、 官吏、 位階 十八 等官、 年齢、 本籍、 現 住、 こ 

の 通 りかね ご 警部 はわ たしの 名 や いろいろ 書いた 書 



「いいえ。 そのと き は 二十日の 月 も 出て いました し 野 

原 はつめ くさの あかりで いっぱいでした ご 

しょ-つ こ 

「そんな ことが 証拠になる か。 そんな ことまで おれた 

ち は 書いて いられん の だ ご 

「偽 だとお 考えに なるなら どこな りと お探しく だされ 

ば わかります ご 

「さがす さがさん はこつ ちの 考え だ。 お前が かくした 

ろう。」 

「知りません ご 

「起訴す るぞご 

「どうで も ご 二人 は 顔 を 見合せ ました。 



「あなたの ご主人 は 知っていな いんです かご 

「ええ。」 

「捜索 願 を わざと 出した のでし ようご 

「いいえ。 警察 から も 人が 来て しらべた のです ご 

「あなた はこれ から 主人のと こ へ お帰りに な るんで す 

ゝ o _ 

力 」 

「ええ。」 

「そこまで ご 一 緒いた しまし ようご 

わたくしども は あるき だしました。 わたくし はいろ 

いろ 話しかけて 見ました が、 ロザ ー 口 はどうしても か 

なしそう で 一 言 か 二言し か 返事し ません ので、 わたく 



「所長さん が 来い つて ご といい ました。 

わたくし はすこし む つ として ふり 返りましたら 給仕 

はまた 威張って 云いました。 

「所長さん がすぐ 来い つて ご 

わたくし は 返事 もしないで だまって みんなの 椅子の 

うしろ を 通り、 例の 扉 を あけて 恭 M しく はいって 行き 

ました。 

所長 は 肥った 白い 手首に 腭を もたせて 扇風機に あた 

りながら 新聞 を 見て いました が、 わたくしが 行く とだ 

るそう に ちょっと 眼 を あげて、 それから 机の 上の 紙 挾 

みから 一 枚の 命令書 を わたくしに よこしました。 それ 



ようになって 居り、 糸杉 や こめ 栂の 植木鉢が ぞろ つと 

ならび、 親方ら しい 隅のと ころで 指図 をして いる 人の 

ほかに 職人が みなで 六 人 もいた のです。 すぐ 上の 壁に 

大きな がくが かかって、 そこに そのうちの 四 人の 名前 

が 理髪 ァ— テイスト として 立派に ならび、 一 一人 は 助手 

として 書かれて いました。 

「お 髪 はこの 通りの 型で よろし ゆう ございます かご 

私が 鏡の 前の 白い きれ を かけた 上等の 椅子に 坐 つ たと 

き、 そのうちの 一 人が 私に たずねました。 

「ええ ご 私 はもう 明日 は 帰る \ -— ハト ー ヴォの 野原 

のこと を 考えながら ぼんやり 返事 をし ました。 



「うん。 僕 もそう 思う ね ご も 一 人 も 同意し ました。 

私の 係りの ァ —テイストが、 おれ もそう おもって いた 

というよ うにうな ずいて、 私に 云いました。 

「いかがで ございます、 ただいまのお 髪の 型より は、 

ネオ グリ— ク の 方が お 顔と 調和 い たします よう で ござ 

I ます 力 」 

「そうです ね、 じ やそう 願いましょう かご 私 も 丁寧に 

云いました。 なぜなら この 人た ち は みんな 立派な 芸術 

家 だとお もった からです。 

さて、 私の 頭 はずん ずん 奇麗に なり、 疲れ も大 へん 

やす 

直りました。 これなら、 今夜よ く 寝んで、 あした は大 



ストに たずねました。 

5J- っサし 

「撃剣の 先生です ご 

ところが その 撃剣の 先生 はっかつ かと 歩いて 来 まし 

た。 

「うちの 中の あか リを 消せい、 電燈を 消しても べつの 

あかり をつ けち やなん にもな らん。 はやく 消せい。 お 

や、 今晩は。 なるほど、 こちらの 商売で は 仕方ない か 

ね ご 

「ええ、 先生、 今晩は、 ご苦労さまで ございま すご 

親方が でて きて 挨拶し ました。 

「いや 今晩は、 どうも ひどい 暑気です ね ご 



が、 わたくし を 見る と遁げ もしないで しょんぼり そこ 

へ 立つ てし まいました。 

「フ ァゼ— 口 をたず ねて まいった のです が、 どうかお 

渡し をね が います ご 

デス トウ パ ー ゴ ははげ しく 両手 を ふりました。 

「それ は 誤解です、 誤解です。 あの 子ども は、 わたく 

し は 知りません ご 

「いったい そんなら あなた は、 なぜ こんなと ころへ か 

くれたの です かご 

デス トウ パ ー ゴ はまつ 青に なりました。 

「，x -1 ハト— ヴォ の 警察で は ファゼ ー 口と い つし よに 



あなた を さがして いるので す。 もうす つかり 手配が つ 

いています。 今夜 はどうな つても あなた は 捕まります _ 

ファゼ ー 口 は どこに いるので すご わたくし は 思わず、 

うそ を つ いてし まいました。 

デス トウ パ ー ゴは、 毒蛾の ために ふくれて おかしな 

格好に なった 顔で ななめに わたくし を 見ながら、 ぶる 

ぶる ふるえて、 まるで 聞き とれない くらい 早口に 云い 

ました。 

「そんな 害 はない、 そんな 害 はない。 名誉に かけて、 

紳士の 名誉に かけて ご 

「なぜ そんなら あなた はこん なと ころへ かくれた ので 



おしまい 何と 云った か、 風が ざあっと やって来て 声 

を もって 行つ てし まいました。 

そのと き、 わたくし は 二人の 大きな 鎌 を もった 百姓 

が、 わたくしどもの 前 を 横ぎ るよう に 通って 行く の を 

見ました。 その 二人 もこつ ち を ちらっと 見た ようで し 

たが、 それから 何 か はなし 合って、 とまって、 わたく 

しど もの 行く の を 待って いるよう すです。 わたくし ど 

もも 急いで 行きました。 

「や あ、 お前さん 帰って来 さし やった ね。 まず ご 無事 

で 結構でした ご 一 人が わたくしに 挨拶し ました。 

ザ J の 前ポ ラ— ノの 広場で デス トウ パ —ゴ に 介 添 をし 



育って きたの だ。 諸君の ように 雨に うたれ 風に 吹かれ 

育って きていない。 ぼく は 考え はまった くきみ らの考 

えだ けれども、 からだ はそう はいかな いんだ。 けれど 

も ぼく は ぼくで きっと 仕事 をす るよ。 ずう つと 前から 

ぼく は 野原の 富 をい ま 三倍 もで きる ようにす る こと を 

考えて いたんだ。 ぼく は それ を やって 行く。 

(原稿 約 一 枚 分 空白) 

そして わたくしども は 立ち あがりました。 

風が どうつ と 吹いて 来ました。 みんな は 思わず 風に 

うしろ 向きに なって かがみ、 わたくし はさつ きから あ 

ん まり 叫んだ ので 風で いっぱいに むせました。 はんの 



「では 僕が うたう ぞ。 ポラ— ノの 広場のう た。 

つめくさの はなの 終る 夜 は 

ポランの 広場の 秋 まつり 



ポランの 広場の 

水 を 呑まずに 

そんな やつらが 

ポランの 広場の 

ポランの. E 場 も 



秋の まつり 

酒 を 呑む 

威張って いると 

夜が 明けぬ 

朝に ならぬ ご 



みんな は パチパチ 手を叩いて わらいました。 その 声 

もす ぐ 風が どうつ と 来て、 むかしの ポラ ー ノの 広場の 

方へ 持って行って しまいました。 



「おれもう たう ぞご ミ— 口が たちました。 

「つめくさの 花の しぼむ 夜 は 

ポランの 広場の 

ポランの 広場の 

酒く せの 悪い 

黄い ろの シャッ- 

ポ ランの 広場 は 

ポランの 広場 は 

「さあ ぼく も 歌う ぞご 

(原稿 数 行 空白) 

「さあ 叫ぼう。 あたらしい ポラ— ノの 広場の ために „ 



秋 まつり 

秋の まつり 

山猫 は 

遠く へ 遁げて 

朝になる 

夜が 明ける ご 
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